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【症例】４４歳，男性．【職業】重機のオペレーター．
【経過】飲酒後交通事故による単独損傷で午前２時３０分救急外来搬入．頭部打撲，四肢および下口
唇裂傷のほか，画像検査にて右距舟関節脱臼，舟状骨骨折，踵骨粉砕骨折，左踵骨粉砕骨折，下歯
槽骨骨折を認めた．両足関節に対し外固定がなされ救急部入院．午前１１時３０分当科診察．右足背動
脈微弱で冷感を認めた．即座に，鎮静下で距骨脱臼を徒手的に整復し，足背動脈触知良好となり冷
感の改善を認めた．翌日より両足部に水疱形成を認め処置開始．受傷２０日後，右足関節に対し骨移
植を伴う距舟，距踵，踵立方関節固定術を施行．外固定を併用した．左は骨移植を伴う踵骨骨接合
術を施行．術後１９日目に右踵創部皮膚壊死および褥創が出現し創処置開始．術後４３日目に熱発あり
手術創深部感染と判断し，右踵部の一部内固定金属を抜去し，壊死創の皮膚形成と縫合および創外
固定術を行った．２ヵ月後に創外固定抜去し右 PTB装具装着下での歩行訓練開始し，その約１ヵ
月後退院．抗生剤内服投与は３ヵ月継続した．骨癒合得られ，約４ヵ月で PTB装具除去．現在術
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